

授業名称：ラップアップ
シ　ラ　バ　ス

概要：

福祉担当者にとっては、これまであまり馴染みの無いGISについて、その操作を通じ、利活用について考える研修であった。全体を振り返り、本プログラムで得た知識・ノウハウの確認や、自らの地域での今後の取組の方針、課題と対応策等について議論・確認する。
学習目標：

①地理空間情報、GISに関する知識、ノウハウを振り返り、確認する。
②本プログラムの良かった点、改善すべき点を確認する。
③今後の取組について、確認する。
受講対象：

①地方公共団体等で介護・福祉業務に従事している者

②情報部門でGISの導入・利活用推進を担当している者

③防災部門で高齢者等の要援護者向け災害対策を担当している者

④まちづくり部門で福祉関連施設の整備等で福祉部門との連携が必要な者

⑤その他、地方公共団体におけるGISの活用に関心のある者
教育手法：

グループディスカッション
担当講師及び講師の必要要件：

GISに関する基礎的知識を持つ者
参考資料：

　特になし
キーワード：

庁内でのGIS活用促進方策
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